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『目饉との具笙』、

あなたはどう■いますか?
明石 嘉一郎

減が心配されている在来のメダカを駆逐するとして、外来生物法の規制対象種に指定

されたカダヤシ (タ ップミノー :北米産淡水魚)は、汚れた水に強く、蚊の幼虫のボ

ウフラを食べるため、日本脳炎を媒介する蚊 (コ ガタアカイエカ)対策として、1968
年徳島市と医師会が東京羽田空港の排水溝から採取し、飼育して湿地や用水路に放流 して

きた。当時同じ悩みを抱える多くの自治体に同市からカダヤシが西日本を中心に提供され、

各地で自然繁殖するようになつたが、都市化による湿地減少や蚊対策の変更 (昆虫成長抑

制剤)と 、外来生物法の論議を受けて飼育や放流が原則禁止された。
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のは、1980年 。本来なら希少植物として保全対象になるはずだが、生えた場所などか

ら「自生種かどうか疑問」との指摘が出た。園芸関係者が種子をまいたという話が伝わつ

たが、誰もどのようにして生えたかを確認できなかつた。論争が続く間、保護区内でアツ

モリソウ属内での交難種の花が次々咲き始めた。環境省は、レプンアツモリソウ保全のた

め、毎夏、雑種の花を摘む作業を続けている。一方、森林総合研究所は遺伝分析を進めて

いる。

マトの受粉用に輸入されているセイヨウオオマルハナバチが「トマトの栽培ハウス」

から逃げ出し、野生化する例が急増.北海道最大の原生自然を残す大雪山国立公園
の直近まで分布域を広げている。セイヨウオオマルハナバチは、 トマ ト以外の植物では、

花の横に穴を開けて蜜を採る「盗蜜」行動をするため、公国内の高山植物は受粉を妨げら

れ、種子を作れなくなると(専門家らが指犠。

以上2006年中に読売新聞に掲載された記事の数例です。人間が自然と共生するには、

多くの努力が必要と思います。あなたはどう考えます力、

「地球を大切にしなさい。それはあなたの親から授かつたものではありません。
あなたの子から預かつているものなのです。J              ‐

というケニアの議を最後l島・・・終わります。                  |
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第20回近畿自然歩道・まほろばの路 「高見川清流と文学を尋ねる路J 実

実施日:1月 18日 (本 )

天侯 晴時々曇、気温 13度 暖かい日‐和に恵まれ、参加者 17名 担当 古川祐司

「蟻通」でバスを降りれば、まわりは文学と歴史の路。高見川、日裏川、四郷川が合流

する蟻通橋付近は、清冽な流れと蒼い淵が広がり、水の神様 「岡象女神みずはのめのかみ」

を祀るにふさわしい風景が広がる。 瀧の水直ぐ透き通る神の淵  (山 口誓子)

担当よリコースの概略を説明の後、会長の川井さんから、「今回はコースに因んで各自一

句作つては」という提案があり、全員は異議なく (?)賛同。「良い俳句を作るポイント」

を教えてもらい、すっかリヤル気になつて投句用紙と鉛筆を手にスター トする。(11時 )

蟻通神社、正式に丹生川上神社 (中社)は、天武天皇の創建にかかる神社。水を司る神

として古来より雨乞い、森雨止めの祈願が行われ、雨乞いには黒馬、止雨には自馬が幣畠

と共に朝廷より奉納された。拝殿には立派な絵馬が架かる。

小 (おむら)の集落には、珍しい藁葺きの薬師堂、中世の城主小川氏の墓所には風格の

ある 13重の石塔、菩提寺の天照寺は僧の撞く鐘の音がひときわ澄んで響く。隣接する石鼎

庵は原石鼎がこよなく愛した場所。 陽だまりのきぎはし上る天照寺  (弓場厚次)

ここから下つて高見川沿いの道へ。神の清流にはごみ‐つない。「ごみを拠るなんて絶対

しません」とは村の人。川原にカワガラス、キセキレイ、カワセミ。小田さん、勝田さん

は目ざとい。そうそう、途中のバスからヤマセミを見つけたのもご両所だつた。

カワガラス吉野の里に春を待つ  (福谷苓子)

小川の集落に入ると天誅組奮闘の生々しい記述や、墓碑が数多く見られる。志士の菩提

所の宝泉寺の軒下を借り日向で昼食。前栽にテンダイウヤクが花芽を付けている。また風

雨にさらされた道祖神の姿が良い。 陽だまりに仄かに集むや道祖神  (古川祐司)

出発 1時。 東吉野村役場の対岸に■ホンオオカミの銅像、天皇陛下もここに立ち寄ら

れたとか。等身大の像は若いオス、スリムで精停な体つきに彼が駆けた野性あふれる往時

の山野へと思いをはせる。 オオカミの像スリムなり吉野村  (り |1井秀夫)

ここからは、小来栖、中黒へと高見川沿いに歩度を速めて一気に歩く。川原にはカフラ
ハンノキ、川岸にはケヤキの大本が多い。集落の庭には、ミツマタが花盛り、ソシンロウ
バイの方香が道まで漂つてくる。 ロウバイの香りうつして手水鉢  (和国啓志)

中黒の集落にある興禅寺は山の中腹にある。少し疲れ気味の躯を励まして登る。本尊の

薬師如来坐像は国の重文指定。頼んで障子を明けて頂いたが、靴を脱いで拝んだのは、堀

川さんだけとは勿体ない。高橋さんが庭の植え込みを解説。地名の「蟻通」、庭にはマンリ

ョウ、センリョウ、ジュウリョウ「万両千両十両鶴有り通し」とか、まさにおめでた尽し。

橋を渡れば、路は川から離れて杉林に入る。杉の磨き丸太の加工場、製材工場、箸の加

工場、経本の工場などが続き、本の香、フイ トンチッドに包まれて元気回復、清々しい気

分で歩く: 寒干しの経木のひかり鳥のなく (門田勝代)

吉野村の国栖の集落に入ればゴールの新子 (あたらし)は間近か。その昔、滋賀の都か

ら逃れて来た大海人皇子が国栖人に紙漉と養蚕の技を授けたと伝える。今も名産の国栖紙

を漉く家は 2軒あるらしいが、今回は時間なく割愛した。

予定通り 3´時‐5分 全員元気に新子が不停到着。待合室で、川井会長より苦心作の講評

1品が手渡された。 優秀句の作者は次の各氏を受ける。17句の中め優秀句3句の作者に賞
岡田勝代さん、福谷れい子さん、 和国啓志さん おめでとうございました。

(作品は上記の文中に紹介いたしました。世話役の作品もついでに記載させて戴きました)
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参加された皆さんお疲れ様. 楽しい会に盛上げていただき多謝。では又 (古川祐司 記)

(参力8者 )

板橋・勝田・林・福谷・弓場。り|1井・4ヽ嶺・門田。堀り11・ 宮沢・豊島・高橋・岩由・守口。ノ1ヽ日・和田・古川
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昔から仲の良いカップルを「おしどり夫婦J

といつたり、結婚式でも『鴛鵞の契り云々」
:

と引き合いに出されたり、絵画や着物でお

馴染みの鳥です。日本国内の山で繁殖し、

冬私たちの近くに来てくれます。その頃の

小日 久美子

雄はまだ雌とほとんど色合いが似ていて議別ォ渕
♂が難しいですが、暫くすると銀杏羽 (想羽

とも)な どが美しくなってきて難を追いかけ

始めます: カップルになるととても仲が良い

鳥ですがこの関係は一年限りのようです、地方により想い鳥0モイドリ)、恋鳥←イドリ)の呼び

名があります。 本の上で休んだり、梢に巣を作つたり、 ドングリが好きだつたりと珍

しい習性を持う水鳥です。

NHK2く 日)、 プラネットアースでオシドリのヒナたちが高い本の上からダイビング

鱚 下?)して巣立ちします。何度見てもハラハラ手に汗握る場面です、是非見て下さい。
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山肌に寒禽来鳴く除伐かな

寒空や斧の音のみ行して

東海自然歩道沿い、忍辱山間伐行事にて。

樋日 善雄

★饉冬のせしい 12月末1甜慶Onゥ′t4が良ιl・●ι嗜させ今はも引り鮮財
"て

は n凱た。今年はメ

カ も賑や‖こチュイチュイとおb“りLE木の間を忙し1競び交づても球す。去年はあまり声も聞いな

か載コけ光 手入れも秋にしてし聰い義が農がお気に入りで角醇 チでた地略きをして工発 さがしてい

ます。この間コタツ尊醸柿 で飾 ていた引M止目の前の地 レンの校にウグイス そαttJけジが2

羽「えつ…?」ちょ北幸せな気分:議ユリま眈 。18日 明日番村(家から歩tて 20分)で今年初
"リ

セ:辻

・― ●キ ツリ載だつ冬鳥 し`■島み費 ズ ヨ屁『プロ ■月雌簿団こ飛鳥ROiEC湘輌電ゴイ1日化

ホガ イ コガむ―家輔 003取川0側驚 r/1rが 5羽 尾書撮りなが義角日 1亀コとエサさがし

の最中。今年は島が多いめに思ι球す。楽略 雪 .(斎藤)

★■鵬よリイソ餞ヨ副♂舶散歩コースのスーバ…硼駐車場など凛誠ムだ毎日見引はす。セ引口」Hリ

(冬島)を 13日見ま馴
=23日

ウソ♀2羽が竜日川の

"本
にし離した。瑯 大耐 ので、見織 の

は贅嗜―でuLシメ、イ加レ、
"L7ト

リ7F03種を見る識が出来まt走.(24日 35種)(跡日)
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